
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇中心部(佐世保駅、五番街)の状況報告にて 

 
 

 

 

 

 

◇あすなろ教室【学校適応指導教室】体験活動等について 
毎週火曜日と木曜日の午後を中心に行ってきたあすなろ教室の体験活動の様子につい

て、１０月中旬までの内容を紹介します。 

 

 

 

 

  青少年教育センター だより 
〒857-0056 佐世保市平瀬町 3 番地１ Tel 22-0781 

 

9/22(木) 理科(科学実験～アイスクリーム作り～) 

9/23(金)～25(日)あすなろキャンプ※世知原少年自然の家主催 

9/29(木)スポーツ体験 

10/4(火)美術(ちぎり絵作り) 

10/13(木)茶道教室 

◇現場補導（愛のひと声）状況報告より 
 

一般・学校補導委員には、各地区補導委員連絡協議会において、実施した 

補導活動の報告を毎月提出していただくことになっています。しかしながら、 

８～９月は、長崎県が新型コロナウイルス感染症に関する感染レベル「2-Ⅱ 

（特別警戒警報）」を発令していたため、コロナ感染拡大防止の観点から 

中止をしておりました。ようやく、9 月 29 日から感染レベルが「2－Ⅰ」となり、10 月の

各地区補導委員連絡協議会を開催することができましたので、その報告から７～９月の状

況をお伝えいたします。 
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・下校中の児童たちが、みんな元気に挨拶をしてくれました。(祇園補連) 

・小学生に、危険なので佐世保川で川遊びをしないように指導しました。(清水補連) 

・MR 佐世保駅で、女子高生が「制服かわいいね」と声をかけられるという事案がありまし
た。(日宇補連) 

・１７時ごろ、福石小三角公園で２０代前半の男性が中学生に声をかけ、後をついてくると
いう事案がありました。(福石補連) 

・相浦地区コミュニティセンターの隣にある公園付近の駐車場が、バイクに乗った若者の集
合場所になって騒がしいとの報告がありました。また、その公園付近で、中学生らしき女

の子たちが夜遅くまで遊んでいるとの報告がありました。(相浦・日野補連) 

・地域の方から、最近早朝の登校時に、有職少年によるバイクの音がうるさいという報告が
ありました。(吉井・世知原補連) 

８月はコロナ感染が落ち着き、一般市民の行動範囲が広がるとともに、小中高生において 

も市内中心部を訪れる人の数が増えた状況がありました。そこで、警察・五番街警備隊・少
年サポートセンター・青少年教育センター職員による「合同パトロール」を実施、情報交換
会を行いましたが、一般市民から次のようなご意見が寄せられていました。 

一部の小中高生が ①公共施設内で喫煙していた。 

②女子トイレに長時間滞在しスマホで撮影（TikTok）をしていた。 

これを受け、五番街ではパトロールを強化し、各学校では啓発・指導を進めました。現在、 

コロナ感染が減少傾向になり、中心部に賑わいがもどり、小中高生の交流も盛んになること 

が予想されます。改めて、子ども・若者の非行防止・健全育成を願い、問題行動には関係機
関と連携を図って、毅然とした対応を進めて参りたいと考えています。 



９月 22日(木)には、理科の実験と題して「アイスクリーム作り」を
行いました(右写真参照)。通級生同士もしくは先生方とのペアになっ
て、「アイスの素」を入れた小さい密閉袋を、塩と氷を入れた大きめの

密閉袋に入れて、ひたすら擦り合わせると、「アイスの素」がだんだん
と凍っていきました。最後はみんなで美味しくいただきました。 

９月 23日(金)～25日(日)は、「あす
なろキャンプ」に６名の通級生が参加し
ました。主催である世知原少年自然の家
が、あすなろ教室通級生に心身のエネル
ギーを蓄える場を提供し、自然体験活動等を通じて基本的な習
慣等を見直すきっかけなればと、企画してくださった活動で
す。1日目は、フルーツバスケットなどの「エンカウンター」
や「メディア使用」に関する講話を行い、参加した通級生やキ

ャンプリーダーとの交流を深めました。２日目

は、まず小佐々海洋基地を訪れ「シーカヤック
体験」、昼からは「竹箸つくり」「火おこし体
験」(左写真参照)をした後、みんなで「BBQ」
を行い、自然と美味しい食材を満喫しました。
３日目は「沢登り」、みんなびしょ濡れになり
ながら体力に自信のない人へも手を差し伸べな
がら、協力してゴールを目指しました。３日間
を通して、日頃話し足りない会話をしたり、自
由時間にはブレイブボード(左写真参照)に挑戦
したり、カードゲームをしたりと、参加した通
級生にとって、よい想い出となる濃密な時間を

過ごしていました。その姿を見たキャンプリーダーや職員も嬉しくなりました。最後に、世
知原少年自然の家の山田所長様をはじめ、関係職員のみなさま、ありがとうございました。 
 他にも、9月 29日(木)には最寄りの体育館
を借りて、みんなでバドミントンをしたり、10
月４日(火)には、美術体験としてみんなで「ち
ぎり絵」を作成したり(右写真参照)すること
で、通級生同士の交流が広がりました。 

 10月 13日(木)には、大野マサ子先生、小﨑
瑞枝先生を講師としてお招きし、「茶道教室」
を開催し、千家流茶道の本家「表千家」という
茶道流派の作法を学びま

した(右写真参照)。通級
生のほとんどが、お茶を
点てていただくという経
験がなかったため、この
貴重な体験を喜んでいま
した。先生方ありがとう
ございました。 
 

◇１２月の地区別補導委員連絡協議会 
地区名 開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 
早岐 １日 清水 6 日 大野 6 日 
日宇 １日 光海・愛宕 5 日 吉井・世知原 1 日(吉井) 

福石・山澄 ６日 相浦 6 日 小佐々 1 日 
祗園 6 日 中里 5 日 江迎・鹿町 6 日 



 


